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創立 100周年記念

中央分水嶺踏査登山活動報告
総延長 :5000km
踏査率 :13%(2004口 5.31現在)

中央分水嶺踏査委員会

「会員の全員参加をモットー」とする日本山岳会創立100周年記

念事業のひとつ「中央分水嶺踏査登山」。今年 2月 のシンポジウ

ムを機に本格スター トした同計画は、北は北海道宗谷岬から南

は九州佐多岬まで全長約5000キロの中央分水嶺を踏査するという

もので、27に分けられた区間を25地方支部と首都圏 (2区間を

同好会等が担当)で分担 し、踏査を行っている。登山活動実施

期間は 4月 から来年10月 まで (一部は再来年 4月 まで)と なっ

ており、経過報告を兼ね、各支部等の踏査状況等を今月号から

隔月で順次紹介していくことにする。なお、表題の踏査率は、

山行報告書が提出された踏査済み区間の距離を総延長の割合で

示 したものである。

グ
リ
ー
ン
上
が
分
水
嶺
！

熊
本
支
部
が
担
当
す
る
中
央
分
水
嶺

は
、
熊
本

。
大
分
県
境
の
九
重
山
麓
瀬

の
本
高
原
か
ら
、
熊
本

・
宮
崎
県
境
の

白
髪
岳
南
麓
ま
で
南
北
１
８
０
キ
ロに
わ

た
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
測
定
ポ
イ
ン
ト

は
１
２
２
か
所
と
な
る
。
会
員
の
高
齢

化
が
進
み
、
実
働
会
員
が
少
な
い
支
部

と
し
て
は
手
に
余
る
計
画
と
も
い
え
る

が
、
先
年
、
支
部
設
立
４５
周
年
記
念
事

業
と
し
て
実
施
し
た

「県
境
の
山
」
４

３
６
キ
ロ踏
査
の
実
績
を
生
か
し
て
、
決

め
ら
れ
た
期
間
内
に
は
ぜ
ひ
達
成
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｃ
ラ
ン
ク
の
難
コ
ー
ス
が
多
い
が
可

能
な
限
り
分
水
嶺
ラ
イ
ン
を
歩
い
て
い

る
。
４
月
１５
日
の
全
国
各
紙
に
中
央
分

水
嶺
踏
査
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、　
一
般
の
関
心
も
高
ま
り
公
募
参

加
の
問
い
合
せ
も
あ
っ
た
。

６
月
上
旬
の
現
時
点
で
、

１０
回
に
わ

た
り
約
９５
キ
ロ
（担
当
区
間
の
５０
で
強
）

＞

を
延
べ
６５
人
が
歩
い
て
お
り
、
予
定
よ
　
＜

り
か
な
り
早
い
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
南
部
九
州
の
夏
場
で
は
九
州
脊
梁

山
地
の
踏
査
は
困
難
だ
ろ
う
と
、
若
千

予
定
を
繰
り
上
げ
て
実
施
し
た
か
ら
で

あ
る
。
踏
査
班
長

・
加
藤
功

一
会
員
の

努
力
で
、
毎
回
多
く
の
会
員
が
参
加
し
、

楽
し
く
歩
い
て
い
る
。

実
際
に
歩
い
て
み
て
、
分
水
嶺
の
形

が
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

阿
蘇
外
輪
山
で
は
す
べ
て
、
カ
ル
デ
ラ

の
外
縁
部
を
通

っ
て
い
た
。
指
定
さ
れ

た
三
角
点
が
分
水
嶺
上
に
な
く
、
逸
れ

て
い
た
と
こ
ろ
が
い
く
う
か
あ
っ
た
。

高
原
の
畑
の
真
ん
中
に
、
三
角
点
が
鎮
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座
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
里
山

地
帯
で
は
、
例
外
な
く
荒
れ
て
厄
介
な

ヤ
ブ
分
け
を
強
い
ら
れ
た
。

傑
作
な
の
は
、
高
森
ゴ
ル
フ
場
の
９

番
ホ
ー
ル
グ
リ
ー
ン
が
分
水
嶺
に
な
っ

て
い
た
こ
と
。
ホ
ー
ル
は
西
側
の
有
明

海
側
に
あ
っ
た
が
、
太
平
洋
側
に
オ
ン

し
て
、
有
明
海
側
に
転
が
す
の
も
楽
し

い
で
は
な
い
か
。

５
月
中
旬
に
は
地
元
の
Ｆ
Ｍ
中
九
州

か
ら
取
材
を
受
け
、
実
際
に
歩
い
て
い

る
加
藤
功

一
・
百
合
子
夫
婦
が
分
水
嶺

歩
き
の
ロ
マ
ン
と
楽
し
さ
に
つ
い
て
語

り
、
５
月
２４
日
午
後
に
放
送
さ
れ
た
。

い
ま
支
部
は
、
本
年
１０
月
開
催
予
定

の
全
国
支
部
懇
談
会
の
準
備
に
追
わ
れ

て
お
り
、
九
州
脊
梁
山
地
中
央
部
に
入

っ
た
分
水
嶺
歩
き
は
、
今
秋
以
降
に
再

開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（本
田
　
誠
也
）

全
長
干
キ

ロ
、
長
く
厳
し
い
挑
戦
！

北
海
道
支
部
は
中
央
分
水
嶺
全
体
の

２
割
に
相
当
す
る
、
宗
谷
岬
か
ら
白
神

岬
ま
で
の
１
０
６
５
キ
ロを
受
け
持
っ
て

い
る
。

昨
年
１１
月
３０
日
に
第
１
回
の
踏
査
実

行
委
員
会
を
開
催
し
新
妻
支
部
長
以
下

三
役
、
中
村
実
行
委
員
長
他
で
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
と
実
施
計
画
案
の
策
定
を
行
い
、

全
道
を
道
北
、
道
東
、
道
央
東
、
道
央

西
、
道
南
の
５
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
た
。

こ
の
う
ち
８
割
が
積
雪
期
で
の
踏
査
と

な
る
た
め
、
す
で
に
今
年
１
月
２
日
か

ら
踏
査
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

踏
査
実
施
と
並
行
し
て
、
数
回
の
実
行

委
員
会
を
開
催
し
、
計
画
概
要
や
踏
査

実
績
に
つ
い
て

「分
水
嶺
踏
査
特
集

号
」
や
定
例
の

「支
部
だ
よ
り
」
で
周

知
徹
底
し
、
多
く
の
会
員

・
会
友
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
き
た
。

実
際
の
踏
査
に
際
し
て
は
、
林
道
の

調
査
や
事
前
の
下
見
を
し
た
り
、
猛
吹

雪
の
た
め
途
中
で
引
き
返
し
た
り
と
、

冬
期
間
は
苦
労
も
多
い
山
行
と
な
っ
て

い
る
が
、
支
部
長
自
ら
最
北
端
の
宗
谷

岬
、
最
南
端
の
白
神
岬
の
踏
査
を
実
施

済
み
で
あ
る
。

道
北
ブ
ロ
ッ
ク
は
エ
ス
ケ
ー
プ
ル
ー

ト
が
少
な
く
、
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
が
多
い
。

天
北
峠
か
ら
上
紋
峠
ま
で
の
約
３６
キ
ロ
の

よ
う
に
、
山
中
３
泊
で
中
村
喜
吉

・
漆

崎
隆
会
員
が
踏
査
し
て
い
る
。
宗
谷
丘

陵
で
は
、
樹
木
が
な
く
広
大
な
地
域
と

多
く
の
沢
が
複
雑
に
入
り
込
ん
で
い
て
、

ル
ー
ト
確
認
に
苦
労
し
た
。
道
東
ブ
ロ

ッ
ク
は
大
雪
山
や
十
勝
連
峰
を
擁
し
、

冬
期
踏
査
は

一
段
と
厳
し
く
ナ
イ
フ
リ

ッ
ジ
や
急
斜
面
の
通
過
に
は
、
常
に
滑

落
や
雪
崩
の
危
険
と
真
剣
に
向
き
あ
っ

て
の
踏
査
と
な
っ
て
い
る
。

道
央
東
ブ
ロ
ッ
ク
は
低
山
で
登
山
道

も
、
山
行
実
績
も
な
く
、
多
く
の
林
道

が
入
り
込
ん
で
い
て
踏
査
に
時
間
を
要
　
＞

し
て
い
る
。
道
央
西
ブ
ロ
ッ
ク
は
比
較
　
＜

的
踏
査
し
や
す
い
ル
ー
ト
が
多
く
、
す

で
に
７６
で
の
踏
査
が
完
了
し
た
。
道
南

ブ
ロ
ッ
ク
は
奥
深
い
低
山
が
多
く
、
山

行
実
績
が
な
い
こ
と
、
雪
融
け
が
早
い

こ
と
な
ど
か
ら
２５
で
の
進
捗
率
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
残
雪
期
の
道
南
は
ヒ

グ
マ
が
多
く
、
足
跡
を
見
な
が
ら
の
踏

査
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
、
前
回
は
親
子

熊
に
遭
遇
し
踏
査
を
中
止
し
て
引
き
返

し
た
。

分
水
嶺
踏
査
を
し
て
み
て
、
地
形
図

と
人
工
物

（特
に
送
電
線
）
と
の
相
違

点
が
散
見
さ
れ
た
。
並
日段
の
山
行
で
は

行
く
こ
と
が
な
い
地
元
の
山
域
を
踏
査

9番グリーン上が分水嶺

厳しい天候下での踏査 (道北の函岳頂上)
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し
、
新
し
い
発
見
を
し
、
ま
た
、
発
見

す
る
楽
し
み
を
見
出
し
た
。

今
回
の
分
水
嶺
踏
査
事
業
は
、
新
聞

に
報
道
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
他
の
山

岳
会
や

一
般
市
民
か
ら
も
踏
査
参
加
の

申
し
出
が
来
て
、
す
で
に
参
加
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
夏
予
定
の
千
歳
空

港
か
ら
支
笏
湖
間
に
も
、
千
歳
市
民
ら

約
２０
名
か
ら
参
加
希
望
が
き
て
お
り
、

踏
査
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

１
月
か
ら
５
月
１０
日
ま
で
の
分
水
嶺

踏
査
実
施
状
況
は
、
踏
査
回
数
合
計
７５

回
、
延
べ
踏
査
距
離
３
８
５
キ
ロ、
延
ベ

参
加
者
３
０
１
人
に
な
っ
て
い
て
、
進

捗
率
３６
％
で
あ
る
。
今
後
も
各
ブ
ロ
ッ

ク
で
、
残

っ
て
い
る
多
く
の
ル
ー
ト
で

の
踏
査
計
画
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（鈴
木
　
貞
信
）

２
支
部
含
同
キ
ッ
ク
オ
フ

三
坂
峠
に
固
い
握
手

山
陰
お
よ
び
広
島
支
部
は
、
４
月
４

日
、
広
島

・
鳥
取
県
境
に
あ
る
道
後
山

山
麓
の
三
坂
峠
に
集
ま
り
、
中
央
分
水

嶺
踏
査
の
合
同
キ
ッ
ク
オ
フ
大
会
を
盛

大
に
行

っ
た
。
山
陰
支
部
か
ら
は
高
田

允
克
支
部
長
ほ
か
１４
名
が
、
広
島
支
部

か
ら
は
種
村
重
明
支
部
長
ほ
か
１５
名
が

参
加
し
た
。

開
会
式
の
の
ち
、
早
本
和
佳
子
さ
ん

（山
陰

・
実
行
委
員
長
）
と
佐
々
木
弘

磨
さ
ん

（広
島

・
実
行
副
委
員
長
）
が

分
水
嶺
標
識
を
持

っ
て
固
い
握
手
を
交

わ
す
。
そ
し
て
こ
の
標
識
を
皆
の
拍
手

の
も
と
、
近
く
の
ヒ
ノ
キ
の
幹
に
と
り

つ
け
た
。
さ
あ
、
キ
ッ
ク
オ
フ
だ
！

こ
れ
か
ら
１
年
半
、
山
陰
支
部
は
人

形
峠
か
ら
こ
こ
ま
で
の
、
広
島
支
部
は

こ
こ
か
ら
山
口
県
の
仏
峠
ま
で
の
道
な

き
道
を
た
ど
り
つ
つ
一
本
の
線
に
育
て

て
い
く
。

そ
の
後
、　
一
行
は
道
後
山
山
の
家
ヘ

と
移

っ
た
。
昨
夜
の
雪
で
冬
の
山
小
屋

に
舞
い
戻

っ
た
感
じ
だ

っ
た
。

講
演
が
始
ま
っ
た
。
今
回
の
分
水
嶺

踏
査
の
仕
掛
け
人

ｏ
近
藤
善
則
さ
ん

（科
学
委
員
）
に
よ
る

「分
水
嶺
の
意

義
と
魅
力
」
で
あ
る
。
皆
、
ス
ラ
イ
ド

を
眺
め
つ
つ
熱
心
に
分
水
嶺
へ
の
熱
き

想
い
を
聞
き
入
っ
て
い
た
。
昼
食
後
は

ス
ト
ー
ブ
を
囲
む
よ
う
に
し
て
の
交
流

会
。
支
部
報
を
担
当
す
る
私
は
、
次
号

に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
取
り
上
げ
、
タ
イ

ト
ル
を

「南
北
よ
り
集
ま
り
東
西
を
語

る
」
に
し
よ
う
と
決
め
た
。

（国
枝
　
忠
幹
）

山
と
人
と
の
か
か
わ
り
の
デ
ー
タ
も

こ
こ
２０
年
あ
ま
り
神
奈
川
県
中
央
部

に
位
置
す
る
丹
沢
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
し
て
、
春
と
秋
に
年
２
回
の
山
行

を
重
ね
て
き
た
丹
水
会
が
、
中
央
分
水

嶺
踏
査
に
早
々
と
名
乗
り
を
あ
げ
た
の

は
、
会
と
し
て
丹
沢
以
外
の
山
も
経
験

し
て
み
た
い
と
の
願
望
が
あ
っ
た
か
ら

だ
。
上
信
地
区
の
山
田
峠
か
ら
鳥
居
峠

間
の
担
当
と
な
っ
た
が
、
こ
の
地
域
の

山
行
記
録
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
し
、

ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
載
る
ほ
ど
の
山
も
少

な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
調
べ
て
み

る
と
、
記
録
は
す
べ
て
藪
こ
ぎ
が
大
変

と
あ
っ
て
、
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
で
あ
る
。

実
際
に
歩
い
て
そ
の
嘆
き
が
決
し
て

大
げ
さ
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
実
感
。

藪
を
警
戒
し
て
残
雪
期
に
と
り
あ
え
ず

出
か
け
た
が
、
雪
が
少
な
く
て
か
な
り

の
と
こ
ろ
で
サ
サ
が
頭
を
も
た
げ
て
い

た
の
は
大
い
な
る
誤
算
で
あ
っ
た
。

記
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
く
と
し
て
、
印
象
的
だ

っ
た
の
は
日

本
海
側
と
太
平
洋
側
の
地
形
の
違
い
で

あ
る
。
な
だ
ら
か
な
太
平
洋
側
に
比
べ

て
日
本
海
側
の
な
ん
と
荒
々
し
い
こ
と

か
。
地
形
の
異
な
り
は
人
々
の
暮
ら
し

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
太
平
洋

側
で
は
万
座
山
が
項
上
近
く
か
ら
緩
や

か
に
裾
野
を
広
げ
、
古
く
か
ら
温
泉
と

ス
キ
ー
場
が
発
達
し
た
。
分
水
嶺
が
四

阿
山
に
つ
き
当
た
っ
て
菅
平
に
至
る
ま

で
の
日
本
海
側
は
崩
落
が
激
し
い
。
分

水
嶺
は
こ
こ
で
９０
度
方
向
を
転
換
し
、

浅
間
山
の
裾
野
へ
と
続
く
が
、
総
じ
て

太
平
洋
側
の
方
が
緩
や
か
だ
。

分
水
嶺
の

一
角
に
立
ち
、
広
大
な
平

原
に
集
落
が
で
き
、
娯
楽
施
設
の
林
立

へ
と
変
貌
す
る
過
程
で
、
麓
の
暮
ら
し

も
山
に
入
る
形
態
も
ず
い
ぶ
ん
変
化
し

た
だ
ろ
う
と
こ
と
を
考
え
る
と
よ
り
興

味
が
増
す
。
踏
査
記
録
に
そ
う
い
う

一

面
の
記
録
が
加
わ
れ
ば
、
さ
ら
に
充
実

し
た
も
の
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　

（泉
　
久
恵
）

(3)
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K2初登頂50年

江本 嘉伸

短|の威容(日本山岳会青年部1陀登山隊報告書から)

世
界
第
２
の
高
峰
、
Ｋ
２

（８
６
１
１

屑
）
は
、　
一
般
登
山
者
で
賑
わ
う
エ
ヴ
ェ

レ
ス
ト
に
比
べ
て
近
づ
き
に
く
い
山
の
印

象
が
あ
る
。
本
質
的
な
こ
と
で
は
な
い
が
、

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
は
登
項
し
て
い
な
い
、

戸
高
雅
史
、
山
野
井
泰
史
と
い
っ
た
日
本

の
代
表
的
な
登
山
家
が
こ
の
山
に
は
無
酸

素
、
ソ
ロ
で
登

っ
て
い
る
こ
と
も
な
ん
と

な
く
わ
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
初
登
頂
者
と
い
え
ば
、

モ
ー
リ
ス
・
エ
ル
ゾ
ー
グ
と
ル
イ

ニ
フ
シ

ュ
ナ
ル
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
は
、
ヒ
ラ
リ
ー

と
テ
ン
ジ
ン
、
で
は
Ｋ
２
は
？
　
え
え
と
、

イ
タ
リ
ア
隊
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

が
、
登
頂
者
の
名
は
…
…
。
と
い
う
の
が

多
く
の
人
の
反
応
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
多
少
の
い
き
さ

つ
が
あ
る
。

１
９
５
４
年
７
月
３１
日
午
後
６
時
、
イ

タ
リ
ア
隊
の
２
人
が
は
じ
め
て
こ
の
山
の

頂
き
に
立
っ
た
時
、
そ
の
名
は
す
ぐ
に
は

公
表
さ
れ
な
か
っ
た
。

隊
長
の
ア
ル
デ
ィ
ー
ド

・
デ
ジ
オ
が
ス

カ
ル
ド
ゥ
に
向
け
て
発
信
し
た
８
月
３
日

の
電
報
。
英
文
に
翻
訳
し
て
の
内
容
だ
っ

た
。ヨ

８

ｏ
四

∪
ち

∪
∪
ビ

ロ弓

１

男
胃

「Ｃ
ｒ
く

Ｋ“
ｒヽ
Ｊ≫「”
Ｆ
Ｆ
弓
〇
〇
∪
弓
目
∪
”
＞
弓

”
＞
∽
∪
０
＞
〓
一「
「
”
〇
『
∪
ｍ∽
〇
”
∪
∪
∽
ＨＯ
」

デ
ジ
オ
は
、
こ
の
後
に
発
信
し
た
登
頂

を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で

「頂
上
に

足
跡
を
印
し
た
２
人
の
同
僚
の
名
前
は
さ

し
あ
た
り
発
表
し
な
い
と
、
諸
君
が
互
い

に
相
談
し
て
決
め
た
こ
と
も
忘
れ
な
い
で

も
ら
い
た
い
。
こ
の
態
度
は
高
く
評
価
さ

れ
る
だ
ろ
う
」
（「Ｆ

ｏ
ｏ
屋
Ｌ
のＳ
鮎
①〓
０
」

＝
邦
訳

「Ｋ
２
登
頂
」
近
藤
等
訳

・
朋
文

堂
刊
）
と
、
書
い
た
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
ア
チ
ィ
レ
・
コ
ン
パ

ニ
ョ
ー
ニ
、
リ
ノ

ｏ
ラ
チ
ェ
デ
リ
の
２
人

の
登
頂
者
の
名
が
伝
わ
る
の
は
だ
い
ぶ
時

間
が
経
過
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
登
頂
者

と
し
て
名
前
を
残
す
こ
と
が
生
き
が
い
と

い
っ
て
も
い
い
昨
今
の
風
潮
と
は
、
だ
い

ぶ
違
う
。

な
お
、
デ
ジ
オ
は
、
２
０
０
１
年
、
１

０
４
歳
の
長
寿
を
全
う
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
に

逝
っ
た
。

カ
シ
ミ
ー
ル
に
ハ
ラ
ム
ク
と
い
う
５
千

口川
ほ
ど
の
山
が
あ
る
。
１
８
５
６
年
９
月

１０
日
、
イ
ン
ド
測
量
局
の
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ

ー
大
佐
が
こ
の
山
か
ら
天
空
に
そ
そ
り
立

つ
二
つ
の
大
き
な
ピ
ー
ク
を
測
量
し
、

「Ｋ
ｌ
」
と

「Ｋ
２
」
と
ノ
ー
ト
に
メ
モ

し
た
。
「Ｋ
」
は

「カ
ラ
コ
ル
ム
」
の
意

味
だ
。
後
に
な
っ
て
、
Ｋ
ｌ
は
マ
ッ
シ
ャ

ブ
ル
ム

（輝
く
壁
）
、
Ｋ
２
は
チ
ョ
ゴ
リ

（大
き
な
山
）
と
い
う
バ
ル
チ
語
の
名
を

持
つ
こ
と
が
判
明
す
る
の
だ
が
、
当
時
は

そ
れ
が
わ
か
ら
ず
、
五
角
錐
状
に
と
が
っ

た
大
き
い
方
の
ピ
ー
ク
に
は

「Ｋ
２

（カ

ラ
コ
ル
ム
２
峰
）」
の
名
が
定
着
し
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
の
名
が
正
し
く
継
承

さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
所
在
地
に
左
右
さ

れ
る
。

イ
ン
ド
の
北
、
避
暑
地
と
し
て
知
ら
れ

る
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
町
か
ら
は
、
世
界
第
３

の
高
峰
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
が
よ
く

見
え
る
。
見
え
る
か
ら
外
国
人
に
も
山
の

名
前
が
す
ぐ
わ
か
り
、
こ
の
山
は
本
来
の

名
が
生
き
残

っ
た
。
Ｋ
２
は
そ
れ
に
比
べ
、

人
里
か
ら
は

「見
え
な
い
山
」
で
あ
っ
た
。

見
え
な
い
た
め
、
す
ぐ
に
は
名
前
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
宿
命
が
あ
る
。
と

も
か
く
も
、
「ケ
ー

・
ツ
ー
」
は
、
そ
れ

な
り
に
味
わ
い
の
あ
る
名
前
と
し
て
定
着

し
た
。

Ｋ
２
の
威
容
が
世
界
に
伝
え
ら
れ
た
の

は
、
１
９
０
９
年
、
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ィ
公
率

い
る
最
初
の
イ
タ
リ
ア
隊
に
よ

っ
て
で
あ

っ
た
。
写
真
師
と
し
て
参
加
し
た
ヴ
ィ
ッ

ト
リ
オ

・
セ
ッ
ラ
が
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
か

ら
ど

っ
し
り
構
え
る
世
界
第
２
の
高
峰
を

と
ら
え
た
の
で
あ
る
。

初
登
頂
５０
周
年
に
あ
た
る
今
年
、
Ｋ
２

を

″
イ
タ
リ
ア
人
の
山
″
と
み
な
す
イ
タ

リ
ア
人
た
ち
に
よ

っ
て
登
山
基
地
の
ス
カ

ル
ド
で

″
Ｋ
２
博
物
館
″
を
開
設
す
る
話

が
進
ん
で
い
る
。
コ
ン
パ
ニ
ョ
ー
ニ
、
ラ

チ
ェ
デ
リ
の
ほ
か
、
コ
ミ
チ
、
カ
シ
ン
、

ボ
ナ

ッ
テ
ィ
、
メ
ス
ナ
ー
ま
で
イ
タ
リ
ア

の
著
名
な
登
山
家
の
系
譜
を
展
示
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
、
オ
ー
プ
ン
を
初
登
項
日

の
７
月
３１
日
と
し
て
い
る
。

そ
れ
を
記
念
し
て
南
北
両
サ
イ
ド
か
ら
、

新
た
に
Ｋ
２
イ
タ
リ
ア
登
山
隊
が
組
織
さ

れ
た
が
、
早
々
、
５
人
の
ポ
ー
タ
ー
を
渡

河
の
際
、
失
う
悲
劇
が
生
じ
た
。

天
気
は
荒
れ
模
様
で
、
各
国
隊
と
も
キ

ャ
ン
プ
を
進
め
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
。

記
念
の
年
、
Ｋ
２
の
厳
し
さ
は
変
わ
ら
な

(4)
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若
葉
山
行
を
歩
い
て

恒
例
の
若
葉
山
行
に
参
加
し
、
乳
頭

温
泉
郷
を
楽
し
ん
だ
。
事
業
委
員
の
粋

な
計
ら
い
で
、
オ
プ
シ
ョ
ン
の
花
の
山

「秋
田
駒
ヶ
岳
」
に
登
れ
る
こ
と
に
な

り
、
久
し
ぶ
り
の
夜
行
バ
ス

・
レ
ー
ク

＆
ポ
ー
ト
号
で
田
沢
湖
駅
前
に
５
月
２９

日
８
時
着
。
タ
ク
シ
ー
で
国
見
温
泉
登

山
ロ
ヘ
。

階
段
状
の
登
り
道
を
歩
き
だ
す
。
ミ

ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
ブ
ナ

の
新
緑
の
な
か
、
気
持
よ
い
汗
を
か
き

な
が
ら
横
長
根
分
岐
へ
約
１
時
間
ほ
ど

で
着
き
、
小
休
止
、
残
雪
の
女
岳

・
男

岳
の
雄
姿
が
目
に
飛
び
込
む
。
歩
き
始

め
る
と
ミ
ヤ
マ
ネ
ズ
ハ
イ
マ
ツ
の
間
か

ら
大
火
口
原
が
見
渡
せ
、
自
然
観
察
の

絶
好
の
場
所
と
言
え
る
。
尾
根
道
に
は

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
ミ
ネ
ザ
ク
ラ
、
ス
ミ

レ
な
ど
が
次
々
に
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
。
大
焼
砂
を
通
過
、
本
来
な
ら
ば

コ
マ
ク
サ
の
大
群
落
が
見
ら
れ
る
場
所

で
あ
る
が
、
時
期
的
に
早
い
た
め
、
ミ

ヤ
マ
キ
ン
バ
イ
が
黄
色
の
美
し
い
花
を

一
面
に
咲
か
せ
て
い
た
。
横
岳

（１
５

８
３
層
）
を
通
過
、
残
雪
を
踏
み
し
め

阿
弥
陀
池
小
屋
に
着
く
。
６
月
１
日
の

山
開
き
を
控
え
、
工
事
関
係
者
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
山
道
の
整
備
に

登

っ
て
い
た
だ
け
で
、
登
山
者
は
ま
っ

た
く
い
な
い
静
か
な
阿
弥
陀
池
を
眺
め

な
が
ら
昼
食
を
と
る
。

そ
の
後
、
秋
田
県
最
高
峰
の
女
目
岳

（１
６
３
７
肩
）
に
登
頂
。

一
等
三
角

点
標
石
と
３
６
０
度
の
展
望
、
日
の
前

に
荒
々
し
い
山
容
の
男
岳
、
そ
し
て
明

日
登
る
予
定
の
乳
頭
山
の
端
麗
な
山
容

が
望
ま
れ
た
。
お
花
畑
、
片
倉
岳
展
望

台

（１
４
４
０
屑
）
を
通
過
。
そ
の
先

に
は
６
月
中
雪
渓
が
残
る
、
通
行
注
意

の
沢
が
あ
り
、
八
合
目
小
屋
に
１６
時
１０

分
着
。
運
良
く
地
元
の
登
山
者
に
出
会

い
車
で
宿
ま
で
送

っ
て
も
ら
っ
た
。

宿
に
は
１６
時
集
合
、
参
加
者
全
員
が

揃
い
、
田
沢
湖
温
泉
郷
の
い
で
湯
を
楽

し
み
、
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
の
夕
食
と
な

る
。
秋
田
名
物
ヤ
マ
ノ
イ
モ
ナ
ベ
、
キ

リ
タ
ン
ポ
、
鮎
焼
き
や
山
菜
、
地
酒
で

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
夜
半
か
ら
雨

が
降
り
出
す
。

翌
３０
日
朝
８
時
、
乳
頭
山
登
山
口
の

黒
湯
に
車
で
送

っ
て
も
ら
っ
た
が
、
土

砂
降
り
の
雨
と
朝
も
や
で
予
定
変
更
。

リ
ー
ダ
ー
の
英
断
で
乳
頭
温
泉
郷
め
ぐ

り
に
き
り
か
わ
る
。
新
奥
の
細
道
の
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
約
２
時
間
３０
分
ほ

ど

か
け
て
歩
く
。
黒
湯

・
孫
六

・
大

釜

・
蟹
場

・
鶴
の
湯
へ
と
傘
を
さ
し
て

の
森
林
浴
を
楽
し
み
、
名
湯

・
鶴
の
湯

に
て

一
浴
。
ご
主
人
で
会
員
で
も
あ
る

佐
藤
さ
ん
か
ら
、
自
慢
の
地
酒
の
差
し

入
れ
が
あ
り
、
風
呂
上
り
の

一
杯
は
最

高
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
秋
田
市
に
あ

る
プ
ラ
ザ
ク
リ
プ
ト
ン
に
て
開
催
中
の

山
菜
文
化
研
究
会
に
出
席
、
山
菜
料
理

を
大
い
に
味
わ
っ
た
。
翌
日
は
五
城
目

朝
市
見
学
と
ジ
ュ
ン
サ
イ
摘
み
取
り
体

験
、
昼
食
は
Ｊ
Ａ
山
本
の

《
こ
こ
だ
け

の
味
手
つ
く
り
山
菜
弁
当
》
を
賞
味
し

秋
田
駅
前
で
現
地
解
散
と
な
っ
た
。

事
業
委
員
の
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画

を
楽
し
め
、
担
当
者
の
お
骨
折
り
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
　

（高
木
　
康
雄
）

(5)
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東
大
秩
父
演
習
林

・

自
然
観
察
会

５
月
２２
、

２３
日
に
自
然
観
察
会
が
開

催
さ
れ
た

（参
加
者
は
２５
名
）
。
演
習

林
は
、
関
東
山
地
の
ほ
ぼ
中
央
荒
川
源

流
部
に
あ
り
、
秩
父
市
の
西
方
４０
キ
ロ
の

入
川
、
滝
川
流
域
に
ま
た
が
る
５
８
０

０
診
も
あ
る
広
大
な
領
域
で
、
日
本
山

岳
会
で
植
林
作
業
を
進
め
て
い
る
高
尾

の
森
の
３０
倍
以
上
も
あ
る
。
標
高
域
は

５
３
０
層
か
ら
１
９
８
０
屑
を
占
め
て

お
り
、
山
地
帯
と
亜
高
山
帯
の
２
つ
の

森
林
帯
が
含
ま
れ
て
い
る
。

２２
日
は
９
時
半
に
中
央
線
相
模
湖
駅

に
集
合
し
て
マ
イ
カ
１
５
台
に
分
乗
、

Ｈ
時
半
に
現
地
に
到
着
し
た
。
昼
食
後
、

澤
田
春
雄
技
官
と
五
十
嵐
技
官
の
案
内

で
観
察
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
澤
田
技
官

は
高
枝
バ
サ
ミ
で
次
々
と
手
際
よ
く
枝

葉
の
サ
ン
プ
ル
を
切
り
取
り
、
樹
木
名

と
特
徴
を
説
明
し
な
が
ら
大
き
な
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
て
い
っ
た
。
３
時
間
半

の
間
に
５０
種
日
以
上
の
サ
ン
プ
ル
で
袋

は
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
が
、
私
の
頭
の

中
は
た
ち
ま
ち
満
杯
、
そ
の
場
で
樹
木

名
を
覚
え
る
こ
と
は
早
々
に
ギ
ブ
ア
ッ

プ
し
た
。
似
た
よ
う
な
樹
木
の
区
別
が

よ
く
付
く
も
の
だ
と
皆
で
感
心
し
た

（演
習
林
に
は
全
部
で
２
７
０
種
類
も

の
樹
木
が
あ
る
と
の
こ
と
）
。

夕
食
後
の
ミ
ニ
ト
ー
ク
で
は
サ
ン
プ

ル
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
取
り
出
し
、
全
部

見
事
に
復
唱
解
説
さ
れ
た
が
、
そ
の
中

で
カ
エ
デ
と
称
す
る
も
の
が
１４
種
類
も

あ
っ
た
。
秩
父
演
習
林
は
人
工
造
林
地

が
全
体
の
１３
で
、
落
葉
広
葉
樹
主
体
の

二
次
林
が
５４
で
、
天
然
林
が
３２
打

と

な
っ
て
い
る
。
演
習
林
で
は
実
習
や
研

修
の
他
に
公
開
講
座
を
開
い
て

一
般
市

民
の
自
然
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
高

め
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
近
年
、
演

習
林
ス
タ
ッ
フ
の
補
助
役
と
し
て
サ
ポ

ー
タ
ー
制
度
が
設
け
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ

に
も
３
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
付
き
添

っ

て
く
れ
た
。

２
日
目
の
２３
日
も
雨
模
様
で
あ

っ
た

が
、
樹
木
園
と
尾
根
筋
の
ツ
ガ

・
ブ
ナ

林
と
沢
筋
の
シ
オ
ジ
林
を
案
内
し
て
も

ら
っ
た
。
樹
木
園
は
原
生
林
主
体
で
あ

っ
た
林
に
、
周
辺
か
ら
の
移
植
や
北
海

道
、
外
国
の
樹
種
を
導
入
し
、

７５
年
前

に
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
園
内
に
は

９５
種
類
、
１
３
３
本
も
の
ラ
ベ
ル
が
取

り
付
け
て
あ
る
。

シ
オ
ジ
が
見
事
に
群
生
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
樹
高
は
３５
屑
ほ
ど
も
あ
る
。

シ
オ
ジ
は
サ
ワ
グ
ル
ミ
と
違

っ
て
、
枝

葉
は
地
面
に
近
い
部
分
と
１０
口
川
ほ
ど
離

れ
た
上
部
に
茂

っ
た
部
分
に
分
か
れ
た

階
層
構
造
を
し
て
い
る
の
で
太
陽
光
線

は
下
の
方
に
も
差
し
込
み
、
幼
樹
も
育

っ
て
更
新
が
自
然
と
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
、
実
に
賢
い
有
用
な
樹
木
の
優
等
生

な
の
だ
。

演
習
林
に
は
落
雷
で
枯
れ
た
樹
木
群

や
鹿
剥
ぎ
、
ク
マ
剥
ぎ
に
あ
っ
て
枯
れ

た
樹
木
、
ク
マ
捕
獲
用
の
罠
な
ど
も
あ

り
、
哺
乳
類
も
共
存
す
る
生
物
多
様
性

連続講演会「語り継ぐ 黎明期の登山…それぞれの山」

第3回 坂倉登喜子さん

「女が山に登るとき・花への思いを馳せて」
資料・映像委員会

坂倉登喜子名誉会員 (94歳)は、女性登山の黎明を肌で感じながら、80年以上も山と

係ってきました。登山人口が稀であった昭和初期、女が山に登るという行為には「女だ
てらに」という言葉がはね返ってきたそうです。そんな時代、「女だからこそ」の思いで

挑んだ登山への姿勢、努力、楽しみとはどのようなものだったのでしょう……。
また、 トレードマークとなっているエーデルワイスとの出会い、エーデルワイスクラ

ブの創立、エーデルワイス探訪についてもお話いただけることでしょう。
女性の目が見つめ続けてきた登山史から、黎明の時代を振り返り、温故知新の真骨頂

を描いてみてはどうでしょう。女性ならではのトークに交え、貴重な映像も放映予定で

す。どうぞご期待ください。

日 時  10月 6日 (水)18時30分～20時30分 (入場は18時より)

場 所  東京体育館 第1会議室 OR中央線「千駄ヶ谷」駅下車1分 都営地下鉄大江
戸線「国立競技場」駅下車A4出口前)

定 員  120名 (当 日の受付、会員外の参加も可、無料です)

申込み・問合せ  郵便、メール、FAXにて会員番号、氏名を記入のうえ
*奈良千佐子まで (〒 15Ⅸ)001 渋谷区神宮前>291l FAX033402も 014

メール mtchisako@mbc.n■ yocOm)

*ま たは、山岳会事務局まで (TEII粥 2614433 0 FAX0332614441)
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の
あ
る
豊
か
な
自
然
に
満
ち
た
森
で
あ

る
と
強
く
感
じ
た
。

鮮
や
か
な
新
緑
に
包
ま
れ
た
演
習
林

は
渓
谷
美
が
素
晴
ら
し
く
、
つ
り
橋
を

渡
り
、
い
く
つ
も
の
滝
を
観
賞
す
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
紅
葉
の
時
も
ま
た
来

て
み
た
い
と
思

っ
た
。
楽
し
く
、
有
意

義
で
あ
っ
た
こ
の
観
察
会
を
要
領
よ
く

企
画
運
営
さ
れ
た
自
然
保
護
委
員
舟
根

さ
ん
、
川
越
さ
ん
に
深
く
感
謝
す
る
。

（田園一　　一〓月
）

第
４６
回
例
会

丹
水
会
第
４６
回
例
会
は
、
５
月
２２
、

２３
日
、
新
緑
に
覆
わ
れ
た
陣
馬
山
麓

・

藤
野
町
佐
野
川
に
あ
る
桐
花
園
で
３９
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
宿
は
、

今
回
で
３
回
目
の
利
用
と
な
る
が
、
私

に
と
っ
て
は
初
め
て
。
記
憶
で
は
、
前

２
回
の
記
念
写
真
に
は
、
昭
和
天
皇
の

ご
真
影
が
あ
る
宿
で
あ
っ
た
。
こ
こ
へ

は
Ｊ
Ｒ
藤
野
駅
か
ら
の
参
加
者
が
多
か

っ
た
が
、
裏
山
の
陣
馬
山
や
、
中
に
は

高
尾
山
か
ら
遠
路
参
加
な
ど
様
々
だ

っ

た
が
集
合
時
間
の
１８
時
に
は
ほ
ぼ
参
集
。

夕
食
に
先
立

っ
て
恒
例
の
ミ
ニ
勉
強

会
。
今
回
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
ｌ
０
０
周
年
記

念
事
業
で
あ
る
中
央
分
水
嶺
踏
査
の
丹

水
会
割
り
当
て
エ
リ
ア
に
つ
い
て
だ
。

事
務
局
長
の
森
先
生
や
國
見
幹
事
よ
り

４
月
２４
、

２５
日
に
実
施
さ
れ
た
踏
査
報

告
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使

っ
て
行

わ
れ
た
。
内
容
は
、
丹
水
会
幹
事
で
行

っ
た
、
熊
四
郎
山
か
ら
万
座
山
周
辺
の

詳
細
で
あ
っ
た
。
周
囲
は
藪
山
で
雪
解

け
後
に
あ
ら
わ
れ
た
笹
に
行
く
手
を
阻

ま
れ
難
渋
し
、
笹
林
で
泳
ぐ
羽
目
に
な

っ
た
と
か
？
　
残

っ
た
区
間
は
翌
年
の

積
雪
期
に
再
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

な
ど
報
告
さ
れ
た
。
会
場
で
は
丹
水
会

踏
査
資
金
の
募
集
も
行
わ
れ
、
多
く
の

ご
厚
志
を
項
戴
し
た
。
ま
た
、　
一
般
登

山
道
の
あ
る
四
阿
山
な
ど
は
多
く
の
丹

水
会
会
員
の
参
加
を
得
て
踏
査
し
、
あ

わ
せ
て
盛
大
な
踏
査
完
了
行
事
を
行
う

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

夕
食
は
宿
舎
の
都
合

（温
水
プ
ー
ル

の
合
宿
組
と
か
ち
合

っ
た
）
も
あ
り
混

み
合

っ
た
た
め
、
丹
水
会
始
ま
っ
て
い

ら
い
最
短
の
１
時
間
半
と
い
う
設
定
。

席
に
は
あ
ら
か
じ
め
、
ス
キ
ヤ
キ
に
ご

飯
み
そ
汁
が
あ
り
、
乾
杯
も
そ
こ
そ
こ

に
済
ま
せ
、
長
老
錦
織
さ
ん
の
音
頭
で

１
次
会
を
締
め
た
。
こ
の
後
の
恒
例
の

交
流
会
は
場
所
を
改
め
、
川
沿
い
の
ロ

グ
ハ
ウ
ス
に
移
動
。

１１
時
ま
で
の
約
３

時
間
、
初
参
加
者
の
紹
介
と
挨
拶
の
後
、

持
参
の
地
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
の

「堪

酔
会
」
と
な
っ
た
。

翌
日
は
曇
り
空
の
も
と
、
日
標
を
陣

馬
山
と
し
て
、
陣
馬

・
高
尾
自
然
公
園

セ
ン
タ
ー
先
で
山
道
に
入
る
。
尾
根
の

中
腹
で
小
雨
が
降
り
出
し
た
が
、
歩
く

こ
と
１
時
間
半
で
山
項
に
到
着
。
そ
の

頃
雨
は
上
が
っ
た
が
眺
望
は
か
す
か
に

見
え
る
生
藤
山
周
辺
の
み
。
山
項
で
は

お
馴
染
み
の
自
馬
を
バ
ッ
ク
に
全
員
で

記
念
撮
影
。
こ
こ
で
大
森
さ
ん
の
挨
拶

で
次
回
の
再
会
を
約
束
し
て
各
コ
ー
ス

に
別
れ
散
会
し
た
。

丹
水
会
で
は
過
去
に
は
、
全
員
が
同

一
コ
ー
ス
を
歩
い
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、

最
近
で
は
自
然
保
護
の
観
点
か
ら
、
少

人
数
で
静
か
な
コ
ー
ス
を
歩
く
よ
う
に

シ
フ
ト
し
、
思
い
思
い
の
コ
ー
ス
を
各

(7)
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今
年
も

嗜
√
Ｌ
ｒＷ
Ｌ

で
会

い
ま
し
よ
う

自
で
選
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

最
後
に
個
人
的
に
は
、
私
の
心
の
中

に
あ
っ
た
ご
真
影
は
な
く
、
期
待
は
ず

れ
で
あ
っ
た
が
、
参
加
者
に
は
東
京
都

か
ら
山
梨
県
と
の
境
を
越
え
て
す
ぐ
の

こ
の
地
で
、
静
か
な
宿
と
よ
い
山
が
残

っ
て
い
る
、
今
回
の
集
会
も
新
緑
を
十

分
満
喫
で
き
た
も
の
と
な
っ
た
と
思
う
。

（山
本
　
正
基
）

春
　
笑
う
や
ま
げ
ら

『山
』
２
月
号
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
欄
に

「恒
例
の
歩
く
ス
キ
ー
」
の
公

募
が
あ
り
初
参
加
し
た
。

や
ま
げ
ら
の
会
と
は
、
首
都
圏
支
部

を
解
散
後
に
女
性
だ
け
の

一
部
有
志
で

作
ら
れ
た
会
だ
そ
う
で
、
二
十
数
名
が

正
会
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
だ

っ
た
。
今
回
、
公
募
で
の
参
加

は
私
の
ほ
か
３
名
、
女
性
８
名
、
男
性

７
名
の
１５
名
が
六
日
町
温
泉
国
際
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
に
２
泊
し
て
、
歩
く
ス
キ

ー
を
楽
し
む
こ
と
に
な
る
。

日
程
は
、
４
月
９
日
か
ら
１１
日
の
２

泊
３
日
、
以
下
に
、
印
象
に
残

っ
た
こ

と
を
報
告
す
る
。

初
日
の
９
日
は
、
午
後
１０
時
集
合
と

な
っ
て
い
た
の
で
、
坂
戸
山
の
カ
タ
ク

リ
を
訪
ね
た
。
駅
に
荷
を
預
け
、
空
身

で
石
仏
が
等
間
隔
に
並
ぶ
尾
根
コ
ー
ス

か
ら
桃
の
木
平
に
下
り
る
コ
ー
ス
を
取

っ
た
。
雪
の
消
え
た
尾
根
に
は
、
サ
ク

ラ
が
ち
ら
ほ
ら
、
タ
ム
シ
バ
は
満
開
、

期
待
の
カ
タ
ク
リ
は
山
麓
は
咲
い
て
は

い
た
が
、
群
生
地
の
大
城
と
桃
の
木
平

は
残
雪
に
埋
ま
っ
て
い
た
。
６
３
４
屑

の
お
社
は
富
士
権
現
と
あ
る
。

六
日
町
駅
に
戻
り
、
荷
を
回
収
し
て
、

宿
に
向
か
う
。
夜
１５
名
が
集
合
し
て
、

自
己
紹
介
、
新
潟
の
お
酒
が
旨
い
。

翌
１０
日
は
、
奥
只
見
丸
山
ス
キ
ー
場

へ
向
か
う
。
ユ
ー
ス
所
長
運
転
の
２８
人

乗
リ
バ
ス
で
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
ン
の
長
い

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
１
時
間
強
で
到
着
。

リ
フ
ト
２
本
を
乗
り
継
い
で
丸
山
へ
。

つ
ぼ
足
２
名
、
他
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
キ

ー
や
山
ス
キ
ー
、
エ
ト
セ
ト
ラ
、
山
岳

展
望
の
良
い
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
昼
食

を
と
る
。

奥
只
見
湖

（銀
山
湖
）
は
、
上
信
会

越
の
ど
真
ん
中
だ
。
丸
山
は
１
２
０
０

Ｈ
そ
こ
そ
こ
し
か
な
い
が
、
美
し
い
山

~ヽア
イ
~

案内

Ｊ
′
　

ヽ

ロ

Ｌ
ν

「
Ｌ

ビ

が
た
く
さ
ん
見
え
る
。
会
津
朝
日
、
丸

山
岳
か
ら
会
津
駒
の
稜
線
、
燃
岳
、
平

ヶ
岳
、
荒
沢
岳
、
中
ノ
岳
、
未
丈
ヶ
岳
、

毛
猛
山
。
越
後
駒
は
日
向
倉
に
隠
れ
て

い
る
の
か
？
　
至
仏
も
浅
草
も
は
っ
き

り
し
な
い
。
守
門
は
、
少
し
移
動
し
た

と
こ
ろ
で
見
え
る
。

本
日
の
夕
食
は
特
別
食
の
よ
う
だ
、

ホ
ス
ピ
タ
ル
の
手
前
お
お
っ
ぴ
ら
に
は

言
え
な
い
が
、
カ
ン
ゾ
ウ
の
ぬ
た
が
旨

か
っ
た
。

翌
々
日
の
１１
日
は
、
銀
山
平
か
ら
北

ノ
又
川
散
策
と
な
る
。
雪
支
度
の
ま
ま

の
学
習
院
小
屋
か
ら
、
し
ば
ら
く
手
前

に
雪
を
掘
り
食
卓
を
設
置
。
ご
馳
走
は
、

天
婦
羅
、
豚
汁
、
新
潟
の
飯
と
酒
。
ご

飯
は
中
ノ
岳
や
駒
と
同
じ
よ
う
に
テ
カ

テ
カ
に
輝
い
て
い
る
。
天
婦
羅
は
、
花

付
き
の
ワ
サ
ビ
か
ら
始
ま
っ
て
、
タ
ゼ

リ
、
コ
ゴ
ミ
、
キ
ク
の
冬
芽
、
タ
カ
ノ

ツ
メ
、
ョ
モ
ギ
、
ミ
ズ
ナ
、
ミ
ツ
バ
と

続
い
た
。
時
季
的
に
も
コ
シ
ア
ブ
ラ
や

タ
ラ
の
芽
が
な
い
の
が
印
象
的
で
、
素

晴
ら
し
い
食
材
だ

っ
た
。

最
後
に
、
毛
猛
山
の
右
隣
の
山
座
同

定
が
釈
然
と
し
な
い
の
で
、
帰
京
後
に

山
の
雑
誌
を
調
べ
て
い
た
ら
、
１
９
７

３
年
版
の
山
雑
誌
に
、
同
室
さ
れ
た
江

花
氏
が
毛
猛
に
入
っ
た
記
録
や
、
こ
の

山
域
の
対
談
が
載

っ
て
い
た
の
に
び

っ

く
り
、
日
本
山
岳
会
の
底
の
深
さ
に
感

激
す
る
と
と
も
に
、
や
ま
げ
ら
の
メ
ン

バ
ー
の
上
品
な
笑
い
を
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
い
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
方
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（豊
田
　
茂
）

恒例のビールパーティーを開催

します。

お仕事帰りにぜひお立ち寄りく

ださい。ビールを片手に夏山の成

果を語り合いましょう。

9月 1日 (水)19～21時

日本山岳会・集会室

2000円

総務委員会

8月 20日 (金)ま でに電話、

FAX、 メールで事務局ヘ

日日寺

場所
△弗ム:只

主催

申込

※お酒おつまみの持ち込み大歓迎

です

(8)

山
げ
ら
の
会
■■
■
■
―
―
―
―
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福
岡
支
部

カ
ン
リ
ガ
ル
ボ
山
群
探
査

当
支
部
で
は
、
２
０
０
１
年
春

（１

次
）
、

０２
年
春

（２
次
）
の
２
回
に
わ

た
り
東
チ
ベ
ッ
ト

ｏ
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山

群
の
東
部
地
域
の
探
査
を
実
施
し
た
。

チ
ベ
ッ
ト
最
長
の
ラ
グ

（拉
古
）
氷
河

周
辺
か
ら
そ
の
西
方
の
ソ
ン
ゾ
ン

（松

宗
）
、
ポ
ミ

（波
密
）
に
わ
た
り
林
立

す
る
６
千
屑
ク
ラ
ス
の
ピ
ー
ク
に
つ
い

て
、
山
名
の
調
査
、
同
定
お
よ
び
こ
の

地
域
の
地
形
確
認
を
行

っ
た
も
の
で
あ

る

（地
元
住
民
、
ラ
マ
僧
か
ら
聞
き
取

り
に
よ
る
山
名
調
査
、
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト

に
よ
る
旧
ソ
連
製
地
図
上
の
同
定
）
。

昨
年
１１
月
に
は
、
さ
ら
に
精
査
す
る

た
め
３
次
調
査
隊

（隊
長

・
松
本
征
夫

以
下
８
名
）
を
派
遣
し
た
。
最
高
峰
ロ

ウ
エ
か
ら
北
西
方
向
に
連
な
り
、
カ
ン

リ
ガ
ル
ポ
山
群
の
脊
梁
を
な
す
１３
座
を

地
図
上
で
同
定
し
、
山
名
の
解
明
を
試

み
た
。
ま
た
４
名
の
隊
員
が
ラ
グ
村
の

西
に
そ
び
え
る
ヒ
ョ
ン

（約
５
千
属
）

に
登
頂
し
た
。
ラ
グ
氷
河
と
同
氷
河
周

辺
の
峰
々
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
後
、
メ
イ
ツ
イ

（米

堆
）
の
谷
に
転
進
し
、
４
名
の
隊
員
が

こ
の
谷
の
最
奥
部
を
４
５
０
０
屑
ま
で

登
る
こ
と
に
よ
リ
ラ
グ
氷
河
と
の
境
界

に
位
置
す
る
ゲ
ム
ソ
ン
グ
、
ハ
マ
コ
ン

ガ
の
登
路
な
ど
の
調
査
を
行

っ
た
。

当
支
部
は
３
回
の
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山

群
東
部
の
探
査
の
結
果
、
多
く
の
知
見

を
蓄
積
し
て
き
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い

て

「
選
日
①
∽①
≧
り
〓
①
Ｚ
①■
の』
に
投

稿
し
て
い
る
が
、
詳
細
な
内
容
を
整
理

し
、
撮
影
し
た
写
真
、
山
域
の
概
念
図

な
ど
を
含
む
報
告
書
を
作
成
す
る
予
定

で
あ
る
。

今
年
１０
、

１１
月
に
は
４
次
調
査
隊
を

派
遣
す
る
こ
と
と
し
、
現
在
具
体
的
な

JAC
支部だより

全国各地の支部から、独自の活動状況を
リポー トします。

信
濃
支
部

行
動
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る

（他
支

部
の
参
加
を
歓
迎
す
る
）
。

福
岡
支
部
の
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
詣
で
は

ま
だ
続
く
。
　

　

　

　

（中
山
　
健
）

第
５８
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

１
８
９
１

（明
治
２４
）
年
、
ウ

ェ
ス

ト
ン
が
槍
、
穂
高
に
登
る
た
め
に
徳
本

峠
を
越
え
て
上
高
地
に
入

っ
て
か
ら
百

十
余
年
、
ウ

ェ
ス
ト
ン
祭
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
か
ら
数
え
て
５８
回
を
迎
え
る
こ

と
と
な

っ
た
。

４
月
２７
日
の

「上
高
地
開
山
祭
」
が

春
を
告
げ
る
祭
典
に
、
６
月
第
１
土
、

日
曜
日
の

「上
高
地
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
」

は
夏
山
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
と
し
て
定

着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

６
月
５
日
、
記
念
山
行
。
昨
年
は
時

季
外
れ
の
台
風
に
見
舞
わ
れ
中
止
と
な

っ
た
が
、
今
年
は
残
雪
も
少
な
く
地
元

安
曇
小
中
学
生
１
７
０
名
を
含
め
約
４

５
０
名
の
参
加
を
得
、
雲
ひ
と
つ
な
い

快
晴
の
山
道
は
人
の
波
が
峠
へ
と
延
び

て
続
い
た
。
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
老
木
も
カ

エ
デ
の
巨
木
も
１
０
０
年
前
の
ウ
ェ
ス

ト
ン
を
知

っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

「日
本
ア
ル
プ
ス
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア

ル
プ
ス
に
な
い
良
さ
が
あ
る
、
そ
れ
は

ユングフラウヨッホにいちばん近い村、ウェンゲンの

家庭的なホテルアイガーと、スイスの旅の専門店

アルプスウェイが自信をもつてお勧めする共同企画。

アルプスウェイご利用で、ホテルアイガーに  ゴ
゛
:標

お泊まりの日本山岳会会員様へ4つの特典。 鐵山
llh曇

＼
週颯 `轟錘ぷ

ブ.ユングフラウのよく見えるお部屋を     』琴
ン

★響騨靭臨

優先的にご提供。         ‖Qttt｀ CIり CrWC｀6こぼ

2.民族料理フォンデューを

ご滞在中の夕食に1回ご用意。

3.アルプスウェイ駐在員による

1日 の専属ガイドサービス。

4.ホテルのオーナー、フックス氏より

地元産リキュールをプレゼント。

あなたのスイス旅行を、このホテルアイガー滞在を組み入れてご用意します。

怠駐雛アルアヌウェイ 劇LPS‐鮨
内`′蠍〔http ://www.fe I I ow-trave I . co. j p/

〒150…0043東京都渋谷区道玄坂2¨16-8ビジネスヴィップ渋谷ビル4F
・
Tlel.(03)5489‐ 9541 Fax.(03)5489‐ 6300
e‐mail a:pSWay@fe‖ OW口 traVel● 00日 ip

〒530-0002大阪府大阪市北区曽根崎新地2… 3…13若杉大阪駅前ビル6F
・
Tlel.(06)6347‐ 8984 Fax.(06)6347日 8986

e口 mai! OSaka@fel10W口 traVel・ CO口
ip

主催:株式会社フェロ … トラ ベ ル :や電L蠣誕鮮

国土交通大臣登録旅行業664号 協賛:ウ ェンゲン観光局・ツェルマット観光局 後援 :ス イス政府観光局
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創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
ご
協
力
を
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“サバイバル"という言葉について

中島 道郎

サバ イバル とは、「どんなことがあって も、死

なずに生 きて帰って くる」 とい うことである。そ

れについて、ピーター・クンメル フェル トは次の

6つのキーワー ド、すなわち、①生存、②能力、

③気力、④ 自立、⑤逆境、⑥忍耐 を挙げている。

[Wilderness Medicine Vol.20,No.3(Newsletter,
Sumlner 2003)]

①生存 生死の境にあって、全 く無傷 というこ

とはむ しろ稀で、たいてい何 らかの傷 を負ってい

るので、まず自分で応急手当をする。つ まり患者

は同時に医師である。同行者の手当をする場合 も

あり、包帯の巻 き方や副木の当て方などを習得 し

てお く。保温、保冷、脱水対策 も大切。体温 が

37.0± 3.3°Cの範囲を逸脱すると脳の機能は低下 し、

わが身を守 る正 しい判断ができず、死に至 ること

がある。

②能力 緊急事態 を生 き抜 くには、応急手当、

風雨対策 (小屋掛 け)、 焚火、水の調達や処理、

合図の工夫などのワザの習得が必要で、それが手

際よくできるよう、普段か ら練習 してお くこと。

そのワザもな しに、生 きて帰れたら、それは運が

良かっただけのこと。

③気力 絶対生き抜 くぞ、という強い気力、生
きようとするしぶとさが根本。これがないと上記
のワザも立派な装備 も役に立たず、反対に、これ
さえあれば、最低限のワザと装備だけで生き延び
られる。

④自立 同行者の助けをアテにしない。自分の

体は自分で守る覚悟で、登山計画は、いつもひと

りで登るものとして立てること。

⑤逆境 出発前にはいつ も、「考えうる最悪の

事態」と「野宿」の 2つの場面を想定 して準備す
る。そうすれば、後でどんな事態が起ろうとも慌
てることはない。

⑥忍耐 救助隊を待つ間にすべきことは、「見
つけ出してもらうのに一番良い合図方法は何か」
を考え実行する、に尽きる。行方不明者の捜索は、
特に登山計画を残 して行かなかった場合は、時間
がかかる。待つ身にとり、発見・救助 されるまで
の時間は非常に長 く感 じられる。しかし、救助 さ

れる可能性は、 1か所で動かずにじっと待ってい

る方が、歩き回るよりずっと高い。動きたくなる

気持をぐっと抑えて動かずにいるのは強い意志の

力が必要。この、救助隊の来援をじっと座って待
つ忍耐力の有無が生死を分ける。

緑
深
い
谷
で
あ
る
」
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア

ル
プ
ス
か
ら
帰

っ
た
槙
さ
ん
の
言
葉
を

思
い
出
す
。

６
月
６
日
、
碑
前
祭
。
こ
の
日
の
た

め
に
作
ら
れ
歌
い
継
が
れ
て
き
た
、
安

曇
小
学
校
４
年
生
と
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

ク
ラ
ブ
の

「ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
の
歌
」
に

導
か
れ
、
地
元
安
曇
村
筒
木
村
長
、
平

山
会
長
の
挨
拶
。
今
は
亡
き
詩
人
尾
崎

喜
八
先
生
は
毎
年
こ
の
朝
作
詩
し
、
自

ら
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
碑
前
で
彼
に
捧
げ
て

き
た
。
そ
の
詩
は
女
性
会
員
に
よ
っ
て

朗
読
さ
れ
、
静
か
な
余
韻
が
流
れ
る
。

芳
賀
副
会
長
に
よ
る
講
演

「日
本
山

岳
会
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
」
で
は
、
創
立
１
５
０
年
に
な
る
英

国
山
岳
会
に
、

３１
歳
で
入
会
し
た
ウ
ェ

ス
ト
ン
が
、
１
９
０
５
年
日
本
山
岳
会

が
創
立
さ
れ
る
折
り
、
彼
の
指
導
、
支

援
が
多
大
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
触
れ
、

こ
の
こ
と
を
後
世
に
残
す
こ
と
に
意
義

が
あ
り
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
と
し
て
継
承

さ
れ
て
い
る
と
語
ら
れ
た
。

日
本
山
岳
会
設
立
の
モ
デ
ル
と
な
っ

た
英
国
山
岳
会
は
、
世
界
初
の
山
岳
会

で
あ
る
。
プ
ラ
イ
ド
と
威
厳
に
満
ち
、

女
性
会
員
を
認
め
ず
、
夫
人
同
伴
禁
ず

と
い
う
の
は
当
時
の
英
国
ら
し
い
話
で

あ
る
。
ア
ル
プ
ス
か
ら
ア
ン
デ
ス
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
ヘ
と
足
を
運
び
、
世
界
の
登
山

界
を
リ
ー
ド
し
た
英
国
山
岳
会
の

一
連

の
輝
か
し
い
歴
史
が
楽
し
く
語
ら
れ
た
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
に
教
え
ら
れ
、
英
国
山

岳
会
の
影
響
を
受
け
て
歩
ん
で
き
た
日

本
山
岳
会
は
２
０
０
５
年
に
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
が
、
こ
れ
を
機
に
山
岳
会

の
あ
り
方
を
じ
っ
く
り
考
え
、
二
十

一

世
紀
の
会
の
進
む
べ
き
道
を
見
出
し
て

い
き
た
い
と
結
ば
れ
た
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
を
立
ち
上
げ
た
先
人

た
ち
の
精
神
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
人
間
と

し
て
岳
人
と
し
て
の
人
格
、
歴
史
的
意

義
を
再
確
認
し
、
そ
の
１
ペ
ー
ジ
に
確

た
る
足
跡
を
残
し
続
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
　

　

（中
野
　
和
郎
）
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コンコルディス バイユ着陸11日間
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図 書 紹 介

佐
藤
利
幸
他

ｏ
編

『信
州
大
学
山
岳
科
学

総
合
研
究
所
年
報
第
１
号
』

信
州
大
学
山
岳
科
学
総
合
研
究
所

・
編

『山
に
学
ぶ
　
山
と
生
き
る
』

信
州
大
学
に
２
０
０
２
年
、
山
岳
科

学
総
合
研
究
所
が
で
き
た
。
「山
岳
文

化
と
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
「山
岳
基

礎
科
学
」
「自
然
と
人
間
共
生
」
「登

山

・
ス
ポ
ー
ツ
」
の
研
究
活
動
か
ら
な

り
、
多
数
の
研
究
者
を
擁
し
て
い
る
。

本
書
は
そ
こ
の
研
究
年
報
と
解
説
叢
書

で
あ
る
。

研
究
所
が
で
き
て
す
ぐ
９５
編
も
の
報

告
書
を
出
せ
た
の
は
、
「あ
あ
信
州
よ

山
の
国
　
誇
り
は
高
じ
ア
ル
ペ
ン
の
…

…
」
と
寮
歌
に
歌

っ
た
旧
制
松
本
高
等 幸せを呼ぶ鳥 版画・奥野渓石

学
校
の
流
れ
を
く
む
信
州
大
学
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
常
々
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
山
と
の
関
連
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
物
語
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

『山
に
学
ぶ
　
山
に
生
き
る
』
所
載
の

梅
悼
忠
夫
さ
ん
の

「山
と
学
問
」
は
登

山
の
基
本
を
語
る
原
典
と
し
て
永
く
読

み
継
が
れ
る
べ
き
名
著
で
あ
る
。

日
本
山
岳
会
の
す
べ
て
の
会
員
に
読

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

山
岳
図
書
の
小
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
７

千
冊
が
こ
の
研
究
所
に
寄
贈
さ
れ
た
。

エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

「多

角
的
な
視
点
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
エ
コ
ｏ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
在
り

方
の
議
論
が
よ
り
深
化
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（松
丸
　
秀
夫
）

２
０
０
３
年
３
月
発
行
　
１
８
５
ギ

２
０
０
３
年
５
月
３１
日
　
信
濃
毎
日

新
聞
社
発
行
　
２
７
０
ギ
　
ー
９
０

０

円

『引
〓
０
工
一【ゴ
０
一Ｏ
Ｋ
ｍ
コ
」
０
匡
「
コ
０
一

く
Ｏ
Ｆ
釧
Ｏ

ｕ
ｍ
０
０
ω
』

創
立
７５
周
年
を
祝

っ
た
、Ｆ
①
〓
日
計
‥

百
●
ｏ
ご
げ
（本
部

・
イ
ン
ド

・
ム
ン
バ

イ
）
の
機
関
誌
で
あ
る
。

巻
頭
、
論
文

・
登
山
報
告
、
遠
征
、

書
評
、
追
悼
に
大
別
し
て
お
り
、
巻
頭

の
中
に
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
先
駆
的
登
山

と
地
理
的
発
見
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
、
（英
国
）
王
立
地
理
学
会

・

パ
ト
ロ
ン
ズ
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た
カ
パ

デ
ィ
ア
当
誌
編
集
長
の
授
賞
式
で
の
ス

ピ
ー
チ
を
載
せ
て
い
る
。

論
文

・
登
山
報
告
で
は
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
の
現
地
名
研
究
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
人
類

の
生
成
、
カ
ト
マ
ン
ズ
国
際
映
画
祭
で

の
ダ
グ

ｏ
ス
コ
ッ
ト
の
ス
ピ
ー
チ
な
ど

と
と
も
に
幅
広
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
全
体
の
登

山
報
告
が
あ
る
。
東
カ
ラ
コ
ル
ム
や
ガ

ル
ワ
ル
な
ど
６
０
０
０
～
７
０
０
０
Ｈ

峰
の
初
登
頂
や
新
ル
ー
ト
開
拓
な
ど
が

並
ぶ
な
か
で
中
村
保
氏
の

「チ
ベ
ッ
ト

の
ア
ル
プ
ス
」
、
日

・
印
合
同
隊
総
隊

長
カ
パ
デ
ィ
ア
氏
と
登
攀
隊
長
坂
井
広

志
氏
の

「シ
ャ
イ
ョ
ー
ク
川
と
ヌ
ブ
ラ

渓
谷
横
断
」
、
「パ
ド
マ
ナ
ブ
初
登
項
」

が
目
を
引
く
。
ま
た
、
カ
パ
デ
ィ
ア
氏

に
よ
る

「カ
ラ
コ
ル
ム
の
王
様
」
は
、

登
山
の
縁
の
下
の
力
持
、
ロ
バ
た
ち
を

温
か
い
眼
差
し
で
観
察
し
た

一
文
も
興

味
深
い
。

遠
征
欄
で
は
、
イ
ン
ド
隊
を
含
め
各

国
か
ら
の
登
山
隊
情
報
が
盛
ら
れ
て
お

り
、
印

・
パ
両
国
登
山
隊
が
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ

な
ど
の
支
援
で
ス
イ
ス
の
メ
ン
ヒ
に

一

緒
に
登
項
し
た
嬉
し
い
話
も
あ
る
。
邦

人
に
よ
る
情
報
提
供
も
多
く
見
ら
れ
喜

ば
し
い
。

書
評
で
は
メ
ス
ナ
ー
著

「
ヘ
ル
マ
ン

ブ
ー
ル
」
な
ど
２７
点
を
紹
介
。
ま
た
、

１
９
２
４
年
マ
ロ
リ
ー
と
ア
ー
ビ
ン
が

帰
幕
し
な
か
っ
た
英
国
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト

隊
に
参
加
し
、

３４
年
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ

ッ
ト
で
ド
イ
ツ
隊
が
大
量
遭
難
し
た
時

に
、
た
だ
ひ
と
り
第
４
キ
ャ
ン
プ
に
帰

還
し
た
ア
ン
ツ
ェ
リ
ン
氏
を
追
悼
し
て

い
る
。
貴
重
な
写
真
や
地
図
も
多
数
あ

り
。
　
　
　
　
　
　
（南
丼
　
英
弘
）

弓
，

①
〓
ヨ
Ｌ
”ヽ

●
Ｏ
Ｆ
げ
　
２
０
０
３

年
９
月
発
行
　
２
９
２
ギ
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５
月
理
事
会

日
時
　
５
月
１２
日
　
１８
時
３０
分
～
２０
時

３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
　
会
議
室

［出
席
者
］
平
山
会
長
、
芳
賀
、
平
林
、

橋
本
各
副
会
長
、
藤
本
、
今
村
、
朴
元
、

贄
田
、
黒
川
、
鈴
木
、
野
口
、
石
田
、

篠
崎
、
鳥
居
各
理
事
、
内
田
監
事
、
宮

崎
、鰺
坂
、西
村
、重
廣
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
小
川
、
大
蔵
、
田
村
各
理
事
、

一
カ
監
事
、
小
倉

（童
）
常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

１
　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
募
金

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
賀

①

一
般
会
員
募
金

・
３
０
０
０
万
円

各
支
部
へ
の
お
願
い
と
と
も
に
首
都
圏

は
委
員
会

・
同
好
会
と
と
も
に
各
県
ご

と
の
お
願
い
を
す
る
。

②
有
力
会
員
へ
の
募
金
依
頼

・
６
０
０

万
円

（２０
万
円

・
５
名
、

１０
万
円

。
１０

名
、
５
万
円

ｏ
２０
名
、
３
万
円

・
３０
名
、

２
万
円

・
５０
名
、
１
万
円

ｏ
ｌ
０
０

名
）
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
会
長
、
副
会
長
、

元
会
長
、
元
副
会
長
、
理
事
、
元
理
事
、

評
議
員
、
元
評
議
員
、
監
事
、
元
監
事
、

支
部
長
、
元
支
部
長
な
ど
に
お
願
い
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

③
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
等
へ
の
募
金

・

３
０
０
万
円

④
法
人
関
係
へ
の
募
金
３
５
０
０
～
４

５
０
０
万
円

⑤
支
部
で
の
募
金

・
収
入
の
８０
で
は
支

部
で
活
用
し
、

２０
イ
を
免
税
等
本
部
手

数
料
と
す
る
。

免
税
処
置
に
つ
い
て
は
６
月
末
ま
で

に
日
体
協
の
Ｏ
Ｋ
が
も
ら
え
る
見
込
。

２
　
東
海
支
部
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
冬
期
登

山
隊
の
援
助
に
つ
い
て

東
海
支
部
よ
り
追
加
支
援
依
頼
が
あ

り
、
１
５
０
万
円
支
援
し
た
い
。
藤
本

不
足
に
な
っ
た
か
ら
出
し
た
と
い
う

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。黒

川

失
敗
し
て
か
ら
あ
と
で
不
足
と
い
う

こ
と
で
は
困
る
。　
　
　
　
　
　
重
廣

ま
だ
登
山
継
続
中
に
さ
ら
に
３
０
０

万
円
の
補
助
を
と
言

っ
て
き
て
お
り
、

そ
の
時
点
で
は
３
０
０
万
円
は
無
理
と

答
え
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

結
論

・
決
算
状
況
を
問
合
せ
、
そ
の

内
容
に
よ
り
追
加
支
援
を
決
め
る
。

【報
告
事
項
】

以
下
の
件
が
担
当
者
よ
り
報
告
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。

１
　
上
高
地
山
岳
研
究
所
管
理
人
の
退

任
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

木
村
夫
妻
よ
り
今
期
か
ぎ
り
で
退
任

し
た
い
と
の
話
が
あ
り
、
交
代
要
員
を

さ
が
す
こ
と
に
な
っ
た
。

２
　
取
材
要
請
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

①
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」
よ
り

田
部
井
会
員
の
装
備
借
用

②
日
本
テ
レ
ビ

「お
も
い
っ
き
リ
テ
レ

ビ
」
（今
日
は
な
ん
の
日
）
よ
リ
カ
ン

チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
縦
走
に
つ
い
て
の
取

材
依
頼
が
あ
り
、
理
事
会
の
様
子
が
撮

影
さ
れ
た
。

３
　
同
期
会
の
同
好
会
へ
の
変
更
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

９２
年
よ
り
０２
年
入
会
ま
で
の
同
期
会
、

１１
団
体
の
う
ち
９８
年
入
会
の
同
期
会
を

除
い
て
、

１０
団
体
が
別
紙
の
と
お
り
同

好
会
と
な
り
、
名
称
を
変
更
し
た
。

４
　
通
常
総
会
出
席
者
状
況
　
　
藤
本

通
常
総
会
出
席
者
１
８
０
名
、
総
会

後
の
懇
親
会
予
定
者
１
２
０
名
の
見
込

で
あ
る
。

５
　
各
委
員
会
報
告

自
然
保
護
委
員
会
　
　
　
　
　
　
篠
崎

中
央
分
水
嶺
踏
査
の
折
に
ナ
タ
メ
な

ど
つ
け
な
い
よ
う
自
然
保
護
に
気
を
つ

け
て
ほ
し
い
。

十
三
分
に
気
を
つ
け
て
い
る
。

科
学
委
員
会

・
石
田

事
業
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
元

テ
ン
ギ

・
ラ
ギ

・
タ
ウ

（６
２
５
０

屑
）
で
登
項
を
断
念
し
た
。
全
員
元
気

で
あ
る
。

会
報
編
集
委
員
会
　
　
　
　
　
　
今
村

５
月
号
ト

ッ
プ
は
渡
辺
兵
力
氏
の

「語
り
継
ぐ
日
本
の
山
」

学
生
部
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
鳥
居

５
月
１３
日
学
生
部
の
総
会
が
あ
る
。

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。

６
　
そ
の
他
報
告

●
新
ネ
パ
ー
ル
大
使
歓
迎
会
　
　
芳
賀

パ
ー
テ
ィ
に
出
席
し
た
と
こ
ろ
、
大

使
か
ら
来
年
は
マ
ナ
ス
ル
５０
周
年
で
あ

る
の
で
で
き
る
だ
け
応
援
し
て
ほ
し
い

旨
発
言
が
あ
っ
た
。

●
猿
投
の
森
ス
タ
ー
ト
　
　
　
　
藤
本

５
月
８
日
か
ら
東
海
支
部
猿
投
の
森

（高
尾
の
森
の
面
積
約
４
分
の
３
）
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

■
会
員
異
動

物
故

小
林
延
子
（１
２
１
１
５
）
０３

ｏ
８

ｏ
２２

鹿
野
茂
利
江

（８
２
７
０
）

退
会

竹
中
工
務
店

（５
０
７
０
）

山
形
不
二
男

（６
４
３
６
）

中
村
武
久

　

（６
４
５
３
）

河
崎
克
彦

　

（７
５
５
８
）
　

福
岡

大
川
悦
生

　

（８
０
４
６
）
　

東
海

宮
崎
啓
介

　

（８
３
０
８
）
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◆
海
外
登
山

・
韓
国
の
山
と
岩

事
業
委
員
会

岩
登
り
初
心
者
の
方
も
歓
迎
―
　
ソ

ウ
ル
市
内

一
望
で
き
る
国
立
公
園
北
漢

山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

日
程
　
８
月
２６
日
肉
～
２９
日
０

場
所
　
北
漢
山

・
仁
寿
峰

費
用
　
９
万
４
千
円

（航
空

・
宿
泊

・

食
事

・
現
地
ガ
イ
ド

・
現
地
移

動
ほ
か
）

募
集
　
限
定
１５
名

申
込
　
７
月
２９
日
ま
で
に
氏
名
、
会
員

番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
山
崎
浩
子
宛

（〒

２
３
６
１
０
０
３
３
　
横
浜
市

金
沢
区
東
朝
比
奈
１
１
６５
１
３

Ⅲ
０
４
５
‐
７
８
２
‐
８
７
１
２
）

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す
。

◆
発
足
４０
周
年
記
念

・
上
高
地
全
国
集

会
へ
の
お
誘
い
　
　
自
然
保
護
委
員
会

９
月
１０
日
⑥
～
１２
日
ｍ

西
糸
屋
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
山
岳
研
究
所

全
コ
ー
ス

。
約
２
万
５
千
円

記
念
集
会
か
ら

ｏ
ｌ
万
３
千
円

（宿
泊
場
所
に
よ
る
差
額
は
別

途
精
算
し
ま
す
）

第
１
日
　
１６
時
　
現
地
受
付
。

会
食
後
、
映
画
会

「昭
和
初
期

の
上
高
地
」
ほ
か

（解
説

・
羽

田
栄
治
）

第
２
日
　
午
前
中
支
部
報
告
会

１３
時

・
一
般
受
付
　
１４
時
か
ら

４０
周
年
記
念
集
会
①
自
然
保
護

委
員
会
の
４０
年

（解
説

・
山
本

良
三
、
松
本
恒
廣
）
②
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
日
本
山

岳
会
自
然
保
護
活
動
の
こ
れ
か

ら

〈話
題
提
供

・
江
本
嘉
伸
、

パ
ネ
ラ
ー

・
奥
原
宰

（信
濃
支

部
）
、
上
幸
雄

（山
の
Ｅ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
）
、
関
清

（山
の
自
然
学
研

究
会
）
、
雨
宮
紀
子

（農
大
環

境
調
査
隊
）〉

第

３
日

協
力
事
業

（分
科

会
）
上
高
地
歴
史
散
歩
、
自
然

観
察
ツ
ア
ー
、
焼
岳
登
山
等
、

（併
設
展
示
）
ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ

ブ
有
志
に
よ
る
絵
画
展

・
穂
苅

三
寿
雄
写
真
展

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
菅
沼
満
子

宛
（〒
１
８
４
１
０
０
１
１

東

京
都
小
金
井
市
東
町
１
１
２８
１
５

Ⅲ
０
４
２
２
‐
３
１
‐
２
７
９

０
）
ま
た
は
メ
ー
ル
で
近
藤
緑

席

ル

（
Ｆ
”
〇
〓

Ｉ
Ｆ
Ｏ
●
Ｑ
Ｏ
◎

●
甕

貿

・〇
〇

口
）

＊
折
り
返
し
詳
細
を
お
送
り
し
ま
す
。

◆
プ
チ

・
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

山
研
運
営
委
員
会

今
年
も
上
高
地
で
開
催
し
ま
す
。
ワ

イ
ン
片
手
に
ア
ル
ペ
ン
ム
ー
ド
溢
れ
る

音
楽
を
ご

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
９
月
１８
日
０
～
１９
日
０

集
合
　
１５
時
上
高
地
山
岳
研
究
所

費
用
　
１
泊
２
食
　
１
万
１
千
円

申
込
　
８
月
１５
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
氏

名
、
会
員
番
号
、
住
所
、
連
絡

先
を
明
記
し
堀
嘉
余
子
ま
で

（〒
１
６
８
１
０
０
７
３
　
杉
並

区
下
高
井
戸
４
１
３３
１
１７
）

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す
。

◆
１
０
０
周
年
記
念
事
業

・
白
神
山
地

ブ
ナ
林
再
生
事
業
　
　
　
　
主目
森
支
部

世
界
遺
産
地
域
に
隣
接
す
る
生
育
不

良
の
ス
ギ
造
林
地
を
、
ブ
ナ
を
主
と
す

る
広
葉
樹
の
森
に
戻
す
た
め
の
作
業
を

し
て
い
ま
す
。
始
め
て
か
ら
６
年
目
に

入
り
、
ス
ギ
の
枯
損
木
で
赤
く
見
え
た

櫛
石
山
の
斜
面
が
、
緑
の
雑
木
林
に
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
成
果
が
見
え
る

と
、
参
加
者
た
ち
も
元
気
が
出
ま
す
。

秋
は
、
作
業
を
し
な
が
ら
の
キ
ノ
コ

狩
り
、
そ
し
て
ブ
ナ
の
原
生
林
散
策
な

ど
、
全
国
か
ら
の
参
加
者
と
白
神
山
地

の
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
然
再
生

の
た
め
に

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
９
月
１８
日
０
～
２０
日
０

費
用
　
食
費
３
０
０
０
円
の
み

定
員
　
５０
名

申
込
　
９
月
１０
日
ま
で
に
氏
名
、
年
齢
、

会
員
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号

ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記

入
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
で
、
村
田
孝
嗣
宛

（〒
０

３
６
１
８
３
２
３
　
弘
前
市
浜

申                        日    費 場 期
込                     程    用 所 日
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の
町
東
５
丁
目
３
１
１９
　
剛
０

１

７

２

１
３

３

１
４

６

８

７

　

メ

ー
ル
Ｑ
Ｒ
Ｆぴ
ｃＬ
◎
ユ
８
ｏ
ヨ
ｏ
ユ
』
①
・

」も
）

＊
日
本
山
岳
会
Ｈ
Ｐ
の
支
部
活
動

（青

森
支
部
）
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◆
紅
葉
山
行

「伯
老
日大
山

・
三
瓶
山
」

事
業
委
員
会

中
国
地
方
の
名
山
を
２
つ
登
り
ま
す
。

日
程
　
１０
月
９
日
０
～
１１
日
０

交
通
　
東
京
～
岡
山
間
新
幹
線
利
用

滞
在
中
現
地
移
動
は
貸
切
バ
ス

宿
泊
　
大
山
寺

。
三
瓶
温
泉

費
用
　
７
万
５
千
円

（予
定

・
宿
泊
、

往
復
新
幹
線
代
、
現
地
交
通
費
、

保
険
料
等
）

定
員
　
１２
名

申
込
　
８
月
２０
日
ま
で
に
住
所

・
氏

名

・
年
齢

・
会
員
番
号

・
電
話

番
号

ｏ
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
明
記
し
、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
山
崎
浩

子
宛

（〒
２
３
６
‐
０
０
３
３

横
浜
市
金
沢
区
東
朝
比
奈
１
１

６
５
‐
３
　
剛
０
４
５
‐
７
８
２

１
８
７
１
２
）

＊
岡
山
集
合

・
解
散
も
可
能
で
す
。

＊
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す
。

◆
富
士
登
山

（協
力
登
山
）
つ
く
も
会

障
害
を
お
持
ち
の
方
々
の
富
士
登
山

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
企
画
で
す
。
つ
く
も

会
の
例
会
山
行
で
す
が
、
地
方
支
部
の

方
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
程
　
８
月
２２
日
０
７
時
４０
分
新
宿
駅

西
口
東
京
三
菱
銀
行
前
集
合
―

河
口
湖
ロ
ー
八
合
目

（泊
）

２３
日
０
八
合
目
―
富
士
山
項
―

河
口
湖
ロ
ー
新
宿

費
用
　
１
万
円
程
度

（バ
ス
代
、
１
泊

２
食
代
含
む
）

移
動
　
貸
切
バ
ス

申
込
　
７
月
３１
日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

か
メ
ー
ル
で
会
員
番
号
、
氏
名
、

連
絡
先
、
富
士
登
山
と
明
記
し

徳
永
泰
朗
宛
（〒
１
８
０
１
０
０

０
６
　
武
蔵
野
市
中
町
２
１
２８
１

１２
　
ざ
Ｆ
匡
∞
◎
り
Ｒ
Ｆ
Ｏ【ぞ
・●
①
む
）

＊
自
家
用
車
に
よ
る
現
地
参
加
等
も
お

受
け
し
ま
す

（詳
細
は
参
加
者
に
別
途

ご
案
内
し
ま
す
）
。

◆
立
山
氷
河
地
形
調
査
山
行

山
の
自
然
学
研
究
会

立
山
連
峰
の
氷
河
地
形
を
昨
年
に
引

き
続
い
て
調
査
、
研
修
し
、
自
然
へ
の

理
解
を
深
め
る
。
内
蔵
助
カ
ー
ル
で
化

石
氷
体

（２
千
年
前
の
氷
河
？
）
が
見

学
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　
一
般
会
員

の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
程
　
９
月
１８
日
０
～
２１
日
ω

集
合
　
１８
日

ｏ
富
山
地
鉄
富
山
駅
前

行
程
　
富
山
―
室
堂
―
別
山
乗
越
―
剣

沢
調
査
―
畑

沢
小
屋

（泊
）―

別
山
―
内
蔵
助
山
荘

（泊
）
内

蔵
助
沢
調
査
―
内
蔵
助
山
荘

（泊
）―
雄
山
―

一
ノ
越
―
室
堂

―
富
山

（日
程
変
更
可
）

費
用
　
実
費
３
万
円

（資
料
配
付
、
宿

泊
代
）

定
員
　
１０
名
ま
で

同
行
　
Ｌ
末
松
日
出
雄
、
Ｓ
Ｌ
船
橋
明

保
険
　
山
岳
保
険
に
加
入

申
込
　
９
月
５
日
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

を
併
記
し
船
橋
明
宛

（聞
０
４

６
７
１
３
２
１
３
０
１
１
）

＊
申
込
者
に
詳
細
連
絡
し
ま
す
。

◆
発
足
記
念

「山
研
の
集
い
」

ゆ
き
わ
り
会

発
足
を
記
念
し
槍
ヶ
岳
に
集
中
登
山

の
後
、
上
高
地

「山
研
」
で
懇
親
会
。

期
日
　
８
月
２０
日
⑥
～
２３
日
０

行
程
　
①
上
高
地
～
槍
沢
コ
ー
ス

・
横

尾
小
屋
泊
　
②
新
穂
高
温
泉
～

飛
騨
沢
コ
ー
ス

・
槍
平
小
屋
泊

③
中
房
温
泉
～
東
鎌
コ
ー
ス

・

燕
山
荘
泊

（い
ず
れ
も
２
泊
目

は
槍
ヶ
岳
山
荘
泊
）
④
山
研
直

行
の
場
合
は
２２
日
１４
時
に
山
研

集
合

会
費
　
９
千
円

（宿
泊
、懇
親
会
費
用
）

申
込
　
７
月
３１
日
ま
で
に
会
費
振
込
に

て
受
付
、
通
信
欄
に
希
望
コ
ー

ス
を
記
入
し
、
郵
便
振
込
に
て

（１
０
０
８
０
８
０
３
２
９
０

８
ｌ
　
Ｊ
Ａ
Ｃ
９７
同
期
会

・
代

表
者
　
増
田
幸
雄
　
〒
１
５
９

１
０
０
０
２
　
世
田
谷
区
下
馬

４
‐
１５
１
８
）

問
合
　
池
谷
健

（ＴＥＬ
０
４
２
１
３
６
６
１

２
４
６
５
　
メ
ー
ル
Ｆ
の
ュ
０
８

◎
Ｑ
ヽ
こ
一〇
●
』
①
・ピ
）

◆
五
百
沢
智
也
展

「山
を
調
べ
山
を
描

く
」

会
期
　
７
月
３０
日
⑥
～
８
月
２２
日
０

時
間
　
９
時
～
１７
時

（会
期
中
無
休
）

場
所
　
安
曇
村
資
料
館

（松
本
か
ら
沢

渡
へ
の
国
道
１
５
８
号
途
中
）

料
金
　
大
人
１
０
０
円
、
小
人
５０
円

※
常
設
展
示
と
共
通

連
絡
先
　
安
曇
村
資
料
館

（ＴＥＬ
０
２
６

３
１
９
４
１
２
１
３
４
　
メ
ー
ル

”い匡
口
Ｌ
Ｉ
口
じ
（∩
）【〇〇
●
ｏＯ
「のい
ｏ
”的
”●
〇
・

」も
）

(15)

日本山岳会会報 l上1 710号

2004年 (平成16年)7月 20日 発行

発行所 社団法人日本山岳会

〒102-0081

東京都千代田区四番町5-4
サンビュウハイツ四番町

TEL東京(03)3261-4433

FメⅨ 東京(03)3261-4441

発行者 日本山岳会会長 平山善吉

編集人 今村千秋

E‐メール:iac― kaiho@jac.or.ip

印 刷 株式会社 双陽社


	710号_Part1
	710号_Part2
	710号_Part3
	710号_Part4
	710号_Part5
	710号_Part6
	710号_Part7
	710号_Part8
	710号_Part9
	710号_Part10
	710号_Part11
	710号_Part12
	710号_Part14
	710号_Part15



